
 

  

2026 年 10 月 19 日 

博報堂、生成AI 時代のクリエイティブガバナンスを支援する 

「画像類似度チェッカー」の企業提供を開始 

―既存著作物との類似性を自動判定し、企業の生成AI 活用を支援― 

 

株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社長：名倉健司、以下 博報堂）は生成 AI 等の作成画像

の著作権侵害リスクを自動判定する「画像類似度チェッカー」をクライアント企業向けに提供開始します。 

本ツールは生成 AI を活用した広告クリエイティブ等の制作におけるリスク確認を効率化するソリューショ

ンで、これまで博報堂ＤＹグループ内で生成 AI を活用したクリエイティブ制作時の確認ツールとして利用し

てきました。こうした中でクライアント企業からも同様のリスク確認を効率化したいという声が寄せられた

ことを受け、今回クライアント企業向け提供を開始することとなりました。今回のクライアント企業提供に

あたり、SSO（シングルサインオン）を含む認証機能や、利用履歴を記録する監査ログ機能など、企業利用

を前提としたガバナンス機能を新たに強化しました。 

【類似画像の検索結果画面のイメージ】 

 
■生成AI 活用の拡大とともに高まる、クリエイティブのガバナンスニーズ 

生成 AI を活用した広告クリエイティブやコンテンツ制作が広がる中、企業には生成画像が既存著作物と類

似していないかを適切に確認するなど生成 AI を安全に使うためのチェック体制の整備が求められています。 

一方で生成画像と既存著作物との類似性を人手で確認するには多くの工数を要し、担当者によって判断に

ばらつきが生じやすいという課題があります。生成 AI によるクリエイティブ制作を拡大していくためには、

こうした確認プロセスを効率化するとともに一定の基準で運用できる仕組みづくりが重要となります。 

 

■web上の類似画像を自動検出し、リスク確認業務を効率化 

本ツールはチェック対象画像に対して web 上の類似画像を検索し、類似性が高い画像を自動検出・表示し

ます。意味・構造など複数の観点で類似度をスコア表示し、確認結果を一覧で把握できます。検索結果や判

定内容はレポート形式で出力でき、確認作業の効率化に加え判断プロセスの可視化や記録にも役立ちます。 

また、画像の特徴を生成 AI で解析して自動で関連キーワードを生成することで高精度の類似画像検索を実

現し、広告クリエイティブ制作時におけるリスク確認業務の効率化と、クリエイティブの安全性・信頼性向



   

 

   

 

上を支援します。さらに複数アルゴリズムによる類似度判定や「誰が・いつ・どの画像をチェックし・どの

ような判定結果だったか」を監査ログとして保存でき、企業の AI ガバナンスや監査対応も支援します。 

【類似度スコア表示イメージ】 

 
 

【検索結果レポート出力イメージ】 

 
■AI ガバナンス支援まで含めた展開へ 

博報堂では本ツールを単なる類似画像検索ツールでなく、企業における生成 AI 活用のクリエイティブガバ

ナンス基盤として位置づけています。今後は博報堂ＤＹグループの横断的な AI 専門家集団 HCAI 

Professionals の活動として、生成 AI 利用ガイドライン策定支援や運用フロー整備、AI リスク管理体制構築

など、AI ガバナンス支援領域への展開も視野に入れ、企業の安全・安心な生成 AI 活用を支援します。 

 

※本ツールは、既存画像との類似性を確認するための支援ツールであり、著作権侵害の成否を判定するものではあ

りません。最終的な権利判断は、ご利用企業様で行っていただくことを前提としています。 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂 広報室 大貫・丸山 koho.mail@hakuhodo.co.jp  
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